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は
誇
妬
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にli
ぐくまれた我孫子の市民です。
お腰t淫な描鰄敵化都市をめ酋宜雨民と去型；

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまで
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま1
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま1
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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市
で
は
、
〃
行
政
改
革
指
針
″
に
墓
づ
き
、
行
政
改
革
の
具
体
的
な
項
目
を
ま
と
め
た
「
第
１

次
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
簡
素

で
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
市
民
の
視
点
で
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
平
成
ｇ
年
度
か
ら
実
施
す
る
主
な
項
目
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
行
政
改
革
推
進
室
Ⅱ

現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
ど
、
ｍ
名
で
柵
成
さ
れ
、
１
年
の
雌
項
目
を
取
り
ま
と
め
る
「
鋪
２

共
通
の
課
迦
と
し
て
、
「
行
政
故
歳
月
を
か
け
策
定
し
た
「
行
政
改
次
実
施
計
画
」
は
、
被
み
残
さ
れ

雌
」
の
推
進
が
急
務
と
さ
れ
て
い
雌
指
針
」
に
韮
づ
き
、
こ
の
ほ
ど
た
検
討
課
迩
を
中
心
に
来
年
３
月

ま
す
。
行
政
改
革
の
具
体
的
な
項
目
を
盤
を
目
標
に
策
定
作
業
を
進
め
て
い

こ
れ
は
商
齢
社
会
の
到
来
や
国
理
し
、
「
鋪
１
次
実
施
計
画
」
を
き
ま
す
。

際
化
な
ど
、
社
会
経
済
怖
勢
の
目
莱
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
計
画
に
準
ず
る
邪

ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
な
か
で
、
行
実
施
計
画
は
、
全
庁
あ
げ
て
抽
務
改
善
城
目
と
し
て
、
諏
件
の
項

政
の
仕
蕊
の
進
め
方
や
ン
ス
テ
ム
出
し
た
改
雌
頃
日
と
市
民
の
皆
さ
目
も
盤
理
し
ま
し
た
。

を
大
き
く
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
を
検
討
今
回
莱
走
し
た
「
鋪
１
次
実
施

市
民
の
皆
さ
ん
の
ざ
ま
ざ
ま
な
要
し
、
鎚
件
に
の
ぼ
る
改
雌
項
目
を
計
画
」
の
項
目
と
事
務
改
善
項
目

望
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
困
雌
で
ま
と
め
ま
し
た
。
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
理
解
を

あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
い
ず
れ
も
得
て
確
実
に
実
施
し
、
よ
り
効
率

市
で
は
、
平
成
７
年
７
月
に
、
市
民
の
祝
占
に
た
っ
た
〃
市
民
サ
的
な
行
政
運
営
を
確
立
し
て
い
き

「
行
政
改
雌
市
民
推
進
委
員
会
」
ｌ
ビ
ス
〃
の
充
実
・
向
上
の
観
点
ま
す
。

て
る
お

（
委
員
長
・
大
久
保
晧
生
中
央
学
か
ら
改
革
す
る
も
の
で
、
平
成
９
改
革
項
目
の
主
な
内
容
は
次
の

院
大
学
教
授
）
を
設
極
。

年
度
に
実
施
、
あ
る
い
は
内
容
を
と
お
り
で
す
。

委
員
は
、
学
識
経
験
者
を
は
じ
検
討
す
る
項
目
で
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
）

め
、
各
種
団
体
・
市
民
の
代
表
な
な
お
、
平
成
、
年
度
以
降
の
改
埋
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
市
民
サ
Ｉ
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

項
目

＊
市
営
住
宅
整
備
と
管
理
運
営
の

改
善
＊
道
路
袖
修
盤
術
計
画
の
見

直
し
＊
開
発
指
導
要
綱
の
緩
和

＊
投
票
区
・
投
票
所
の
改
善
＊
余

裕
教
室
の
活
用
促
進
＊
社
会
教
育

基
本
計
画
の
見
直
し
な
ど
６
項
目

②
業
務
の
委
託
化
や
簡
素
化
な
ど

市
の
予
算
を
改
革
す
る
項
目

＊
市
制
施
行
記
念
式
典
の
見
直
し

＊
各
繩
行
鑛
の
見
直
し
＊
学
校

革
「
第
Ｈ
次
実
施
計
画
」
を
策
定

９
年
度
に
改
革
内
容
を

械
一
理
項
目
目
一
識

。

』

給
食
一
部
業
務
委
託
化
の
検
討

＊
敬
必
祝
い
金
・
祝
い
品
の
見
直

し
＊
施
設
入
所
者
措
置
費
補
助

の
見
直
し
＊
健
康
診
断
自
己
負

担
制
の
導
入
＊
公
民
館
等
の
管

理
運
営
の
見
直
し
な
ど
７
項
目

③
市
の
組
織
の
効
率
化
を
図
る
項

目＊
審
議
会
等
の
見
直
し
＊
庁
内

各
検
討
委
貝
会
の
見
直
し
＊
保

育
園
配
識
等
の
兇
直
し
＊
都
市

建
設
公
社
の
見
直
し
＊
給
与
体

①
窓
口
サ
ｉ
ビ
ス
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
項
目

＊
掘
祉
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
の

設
世
＊
つ
く
し
野
・
湖
北
台
支

所
の
昼
休
み
時
間
の
開
設
＊
図

番
館
の
祝
日
開
館
＊
区
画
蝶
理

証
明
事
務
の
改
善
＊
長
が
大
学

の
地
区
開
催
＊
婦
人
大
学
、
市

民
学
級
の
統
合
と
充
実
等
６
項
目

②
市
の
予
算
を
改
革
す
る
項
目

＊
税
の
前
納
報
奨
金
の
廃
止
＊

各
磁
団
体
に
交
付
し
て
い
る
袖
助

金
の
削
減
＊
納
税
貯
祷
組
合
長

報
奨
金
の
廃
止
＊
都
市
改
造
事

業
の
新
財
源
確
保
な
ど
４
項
目

③
制
度
の
見
直
し
と
業
務
の
効
率

化
を
図
る
項
目

平
成
９
年
度
に
改
革
を
実
施

、 ノ
４24

項
目

系
の
見
直
し
（
３
年
間
で
）
＊

特
殊
勤
務
手
当
の
兇
直
し
＊
退

職
勧
奨
制
度
の
見
直
し
＊
専
門

＊
広
報
あ
び
こ
の
細
集
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
＊
廃
棄
物
処
理
業
務

の
兄
直
し
＊
公
圃
の
維
持
管
理

の
市
民
団
体
へ
の
委
託
＊
防
除

辨
業
の
兇
極
し
＊
烏
の
博
物
館

館
外
調
企
只
の
導
入
＊
手
筑
沼

公
園
駐
収
場
管
理
の
見
直
し
＊

水
道
蝦
業
の
効
率
化
＊
庁
舎
内

の
分
煙
化
＊
外
郭
団
体
迩
営
の

兇
直
し
な
ど
９
唖
目

④
市
の
組
織
の
効
率
化
を
図
る
項

目＊
職
貝
の
定
貝
管
理
計
画
の
策
定

＊
組
織
機
織
の
適
正
化
＊
人
蕊

異
動
時
期
の
見
直
し
＊
職
貝
研

修
、
派
辿
の
充
実
＊
土
地
開
発

公
社
の
見
直
し
な
ど
５
項
目

行政改革に対するご意見

ご質問等をお寄せください1

〆 、
市では限られた財源を有効に活用し、最少

の経費で最大の効果をあげるよう職員一丸と

なって“よ|)質の高い行政サービス”に取り

組んでいきます。

なお、行政改革に関するご意見．ご質問等知
撤
を
有
す
る
市
民
の
行
政
へ
の

参
画
＊
変
則
勤
務
体
制
の
導
入

な
ど
９
項
目

一 α
日
、
６
６
９
、
ｈ
ｑ
６
０
ｑ
も
■
ｑ
ｑ
Ｂ
ｑ
ｑ
Ｂ
ｑ
ｑ
Ｇ
９
ｑ
ｈ
ｑ
ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
ｂ
Ｑ
０
ｈ
日
ｑ
ｂ
ｑ
、
ｂ
ｑ
ｑ
ｈ
０
、
ｂ
Ｖ
も
ｔ
ｑ
ｑ
Ｂ
１
勺
ｈ
Ｏ
、
Ｌ
ｑ
ｂ
ｂ
１
、
ｔ
０
ｂ
０
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
色
Ｉ
．
、
ａ
Ｂ
Ｂ
、
ｔ
ｒ
》
も
６
９
９
６
１
、
ｈ
可
決

二
一

夕

一
輔
－
綱
に
応
え
る
市
役
所
を
一 一夕

市
長
煽
婚
諸
』
彦
一

一タータク 一

一

一
市
で
は
今
年
度
を
行
政
改
革
で
す
。
一

夕

一

一
元
年
と
位
遜
付
け
て
い
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
率
業
を
選
択
一タ

ー
ー
秘
を
は
じ
め
特
別
轍
の
報
酬
し
、
そ
の
財
淋
を
確
保
す
る
こ
一〃

一
一
部
カ
ッ
ト
や
全
管
理
城
の
昇
と
。
ま
た
そ
れ
を
、
い
か
に
創
一〃

一
総
延
期
を
行
い
な
が
ら
、
市
長
意
工
夫
し
て
、
小
さ
な
コ
ス
ト
ーグ

ー
瞳
結
の
「
行
政
改
革
推
進
室
」
で
実
行
す
る
か
が
大
切
で
す
。
一

一
を
中
心
に
、
全
庁
的
な
体
制
の
こ
う
し
た
祝
占
が
ら
、
街
づ
一

夕

グ

ー
も
と
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
く
り
へ
の
市
民
参
画
の
シ
ス
テ
ー

ー
轍
員
か
ら
の
個
人
提
案
も
１
ム
も
亜
要
で
す
。
一

グ

ー

－
５
０
０
件
ほ
ど
に
な
り
、
市
民
今
回
は
ま
ず
、
平
成
９
年
度
一

一
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の
提
案
に
実
施
す
る
第
１
次
計
画
を
決
一

一
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
定
し
ま
し
た
。
今
後
ざ
ら
に
事
一

夕

グ

ー
行
政
改
革
の
目
的
は
単
な
る
業
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
．
ア
ン
ド
．
一

一
経
渋
削
減
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ル
ド
」
を
進
め
る
と
と
も
に
一

一
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
財
政
や
人
員
に
つ
い
て
、
行
政
一

一
い
、
的
確
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
改
革
の
効
果
測
定
も
行
っ
て
い
一

一
え
ら
れ
る
市
役
所
を
作
る
こ
と
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一ヴ ー

ー
Ｂ
１
、
ｂ
ｑ
、
Ｅ
ｑ
Ｑ
ｈ
Ｉ
、
Ｅ
ｑ
ｑ
Ａ
Ｖ
、
Ｌ
Ｕ
６
０
ｑ
今
日
日
、
巳
Ｉ
ｂ
Ａ
ｑ
、
ｂ
９
ｂ
ｈ
９
ｑ
ｂ
ｑ
９
ｂ
ｌ
ｂ
ｂ
ｑ
９
ｂ
０
－
、
０
９
＄
二
８
９
９
』
Ｂ
ｑ
Ｑ
Ｌ
ｑ
ｂ
ｂ
９
ｑ
ｈ
ｌ
、
ｌ
Ⅱ
．
Ｌ
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
６
９
＄
ｌ
ｑ
ｂ
６
１
ｂ
ｂ
９
、
ｂ
９
』

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

がありましたら次の要領でお寄せください。

し応募要領ハガキ（封書も可）に住所、氏

名、年齢、職業、電話番号を明記し、我孫子

1858市役所「行政改革推進室」へ

し問い合わせ行政改革推進室丑(85)1111内
線282

9

、

、

1月1日棚から"ピコ

方．出し万,,が変打L]寺ヨ
合わせ生活環境課征(87)0015=

』

ノ

下 総基地の米軍機使用 絶 対反 対



『~－
印
宮
川
Ⅱ
■
四
則
１
吋
１
１
１
１
１
０ 巍 諏

呂＝＝

ー 1996.12.16(2)第939号

年末年始のご案内
年
末
は
廻
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
６
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

市
民
課
へ
の
届
け
出
（
婚
姻
届
、

出
生
届
、
死
亡
届
）
な
ど
は
、
哩

月
犯
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
間
、

市
役
所
本
庁
守
衛
室
で
取
り
扱
い

ま
す
。
な
お
、
火
葬
場
「
ウ
イ
ン

グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
」
壷
（
副
）
６
６

４
９
は
、
１
月
１
日
か
ら
３
日
ま

で
休
場
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
告

別
式
場
は
廻
月
誕
日
と
１
月
３
日

通
夜
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所

年
末
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し
ま
す
。
な
に
か
と
慌
だ
だ

し
い
値
月
、
市
役
所
の
窓
□
も
中
甸
を
過
ぎ
る
と
た
い
へ
ん

混
み
合
い
ま
す
。
必
要
書
類
の
申
請
や
各
種
届
け
出
な
ど
の

手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
市

役
所
は
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
各
施
設
の
電
話
番
号
は
（
４
）

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
図
書
館

本
館
、
分
館
と
も
年
末
は
哩
月

”
日
ま
で
。
年
始
は
１
月
７
日
か

ら
で
そ
よ
か
ぜ
号
は
次
号
発
行

の
広
報
元
旦
号
（
４
）
面
の
日
程
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
館
中
は
本
お
よ
び
Ｃ

◎
あ
び
こ
し
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

〃
声
の
便
利
帳
〃
蚕
（
甑
）
５
０
０

０

市
役
所
へ
の
届
け
出
や
手
続
き

の
方
法
な
ど
を
、
型
時
間
い
つ
で

も
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
音

声
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
で
す
。

市
の
施
設

Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
の
返
却
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
き
い
。

◎
烏
の
博
物
館

年
末
は
狸
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
体
育
館

年
末
は
狸
月
諏
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
中
央
公
民
館
・
湖
北
地
区
公
民

館
年
末
は
哩
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
７
日
か
ら
で
す
。

◎
つ
つ
じ
荘
・
西
部
福
祉
セ
ン
タ

年
末
は
狸
月
詔
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
会
館

年
末
は
哩
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
日
曜
・
休
日
当
番
医
及
び
夜
間

当
番
医

年
末
・
年
始
の
日
咄
・
休
日
当

番
医
及
び
夜
間
の
当
番
医
は
、
右

下
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
翌

朝
午
前
９
時
ま
で

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
萱

◎
休
日
救
急
歯
科
診
療
所

▼
期
間
狸
月
調
日
か
ら
１
月
４

◎
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ン
タ

年
末
は
狸
月
詔
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
プ
ラ
ザ

年
末
は
理
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

医
、

｜
|’

療

（
仮
称
）
旧
村
川
別
荘
内
の
建

物
の
利
用
と
見
学
の
申
し
込
み
を

今
日
か
ら
受
け
付
け
ま
支

旧
村
川
別
荘
は
、
平
成
７
年
４

月
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
利
用
．

保
存
す
る
こ
と
を
条
件
に
大
蔵
省

か
ら
市
に
管
理
委
託
き
れ
た
も
の

で
す
。

む
ら
か
わ
い
ん
ご

別
荘
内
に
は
、
故
村
川
堅
固
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
西
洋
史
）

が
旧
我
孫
子
本
陣
邸
内
に
あ
っ
た

離
れ
屋
を
買
い
求
め
、
移
築
し
た

建
物
と
、
同
氏
が
朝
鮮
旅
行
の
印

平
成
９
年
の
ゴ
ミ
収
集
日
程
表

「
あ
び
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
自
治
会
に
入
っ
て
い

な
い
方
は
、
市
役
所
本
庁
市
民
ホ

ー
ル
、
各
支
所
、
行
政
連
絡
函

近
隣
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

家
庭
ゴ
ミ
の
年
末
・
年
始
特
別

収
集
日
程
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
、
ゴ
ミ
袋

の
中
が
確
認
で
き
る
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
名
前
を
書
き
、
決
め

ら
れ
た
日
に
き
め
ら
れ
た
場
所
へ

ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
く
出
し
ま

し
ょ
う
。
今
後
も
ゴ
ミ
の
減
逓
、

日
ま
で

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
ｎ

時
卯
分
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館
２
階

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
強

▼
問
い
合
わ
せ
休
日
救
急
歯
科

診
療
所
壷
（
鍵
）
１
３
１
１

※
同
診
療
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

診
療
時
間
に
限
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集

（
仮
称
宇
旧
村
川
別
荘
利
用
。

見
学
申
し
込
み
受
け
付
け
を
開
始

象
を
も
と
に
設
計
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
外
観
の
銅
板
葺
き
、
寄
せ
木
床

雛
造
の
建
物
が
、
豊
か
な
樹
林
の

中
に
独
特
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。
建
物
を
中
心
と
し
た

修
復
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
庭
の
園
路
な
ど
の
整
備
も
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
回
は
、
利
用
で
き
る
日
を
限

定
し
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
文
化
活
動
な
ど
に
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
見
学
。
利
用
日
時
毎
週
水
曜

狸
月
羽
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で

の
間
に
、
漏
水
が
発
生
し
た
場
合

は
、
施
エ
し
た
指
定
水
道
工
率
店

へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
指
定
水
道
工
率
店
が
わ

か
ら
な
い
場
合
や
急
を
要
す
る
と

き
に
は
、
（
株
）
我
孫
子
水
道
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
壷
（
唾
）
５
９
９
５
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

ま
で
の
修
繕
謎
は
、
水
道
局
が
負

担
し
ま
す
が
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
下
流
側
（
蛇
口
ま
で
）
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

査
源
化
に
皆
ざ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
ゴ
ミ
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ゴ
ミ
が
多
趣
に
出
る

場
合
や
至
急
に
処
分
し
た
い
場
合

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
披

持
ち
込
ん
で
く
だ
き
い
。

▼
受
付
日
時
＊
哩
月
霊
日
（
祝
）
、

詔
（
土
）
、
調
日
（
且
、
訓
日
（
月
）

…
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
（
た
だ
し
、
詔
日

は
、
時
鋤
分
ま
で
）

※
な
お
、
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
平

常
業
務
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
卸
）
０
０
１
５

水
道
の
漏
水

’

’ 日
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

〈
た
だ
し
、
平
成
９
年
１
月
１
日

（
水
）
を
除
く
〉

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
利
用
対
象
グ
ル
ー
プ
で
、
人

か
ら
犯
人

▼
入
場
料
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
遮

話
で
祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜
か
ら

金
蝿
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
社
会
教
育
課
文
化
係
霊

（
顕
）
１
１
５
１
へ

▼年末年始の日曜・休日・夜間当番医日程◎
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

年
末
は
”
日
ま
で
（
た
だ
し
、

型
日
か
ら
泌
日
ま
で
は
臨
時
休
館
）

年
始
は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

県
の
施
設

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
親
水
広

場
「
水
の
館
」
壷
（
理
０
５
５
５

不
用
犬
・
猫

の
引
き
取
り

◎
不
用
犬
。
猫
の
引
き
取
り

▼
市
役
所
本
庁
守
衛
室
（
毎
週
木

噸
日
午
前
中
の
み
）

＊
年
末
。
：
皿
月
沁
日
ま
で

＊
年
始
・
・
・
１
月
９
日
か
ら

▼
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
〈
沼
南

町
壷
（
虹
）
０
０
５
０
〉

◎
持
ち
込
み

＊
年
末
・
・
・
狸
月
濁
日
ま
で

＊
年
始
…
１
月
７
日
か
ら

▼
柏
保
健
所
食
品
衛
生
課
壷
（
虹

１
２
５
５

．
捕
獲
業
務

＊
年
末
・
・
哩
月
墾
日
ま
で

＊
年
始
…
１
月
８
日
か
ら

◎
引
き
取
り
（
午
前
９
時
か
ら
皿

時
ま
で
）

＊
年
末
：
・
狸
月
妬
日
ま
で

＊
年
始
…
１
月
９
日
か
ら

’

償
却
富
国
の
申
謂
壱

平
成
９
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
馴
日
（
金
）
ま
で

償
却
査
産
の
所
有
者
は
、
平
す
る
こ
と
が
で
き
る
査
産
（
鉱
業
め
ら
れ
た
方
を
含
む
）
に
住

成
９
年
１
月
１
日
現
在
市
内
権
、
漁
業
権
、
特
許
権
そ
の
他
申
告
書
を
哩
月
中
旬
に
送
付
し

に
所
有
す
る
償
却
査
産
に
つ
い
の
無
形
減
価
償
却
査
産
を
除
く
）
て
い
ま
す
。

て
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
減
価
償
却
費
が
法
人
税
申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
っ
た
り
、
用
紙
が
不
足
し
た
場

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
る
所
得
の
計
算
上
捜
金
ま
た
は
必
合
申
告
譜
に
不
明
な
占
畿
あ

い
。
正
当
な
理
由
な
し
で
申
告
要
な
経
萱
に
算
入
さ
れ
る
も
の
る
場
合
は
課
税
課
ま
重
）
連
絡

し
な
い
場
合
や
虚
偽
の
申
告
を
言
れ
に
類
す
る
査
産
で
法
人
税
く
だ
き
い
。

し
た
場
合
は
、
地
方
税
法
や
市
ま
た
は
所
得
税
を
課
さ
れ
な
い
方
▼
申
告
期
間
平
成
９
年
１
月

条
例
に
よ
り
科
料
に
科
せ
ら
れ
が
所
有
す
る
も
の
を
含
む
）
を
い
６
日
（
月
）
か
ら
誕
日
（
金
）
ま
で

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
す
。
▼
申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ

償
却
査
産
と
は
、
土
地
お
よ
平
成
８
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
せ
課
税
課
家
屋
調
蚕
係
壷

ぴ
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
（
８
年
度
中
に
新
た
に
事
業
を
始
（
理
１
１
１
１
内
線
３
３
６

／
‐
。
〆
‘
。
Ｐ
、
。
‐
。
。
‐
〃
‘
‐
〃
‐
“
心
り
‐
恥
。
ａ
ｐ
Ｊ
‐
」
」
Ｊ
宮
山
。
「
■
』
声
Ｆ

少
－
Ｊ
』
一
Ｊ
８
．
６
‐
一
芦
‐
、
、

。
▲
上
《
Ｆ
Ｆ
ｂ
ｂ
ｆ
凸
Ｃ
ｌ

、
■
ｌ
■
自認

榔
鰯
鐵
溌
漣
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

ａ
躯
圃
鯲
ら
墨
参
Ｉ
総
〉

地
元
産
米
を
学
校
給
食
に

市
で
は
、
哩
月
か
ら
地
元
の
お
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
米
を
食
べ
て
も
ら
学
校
給
食
に
地
元
産
米
を
使

お
う
と
、
市
内
小
・
中
学
校
の
用
す
る
の
は
、
東
葛
飾
管
内
で

学
校
給
食
に
地
元
産
米
〃
こ
し
は
初
の
試
み
。
我
孫
子
市
農
業

ひ
か
り
〃
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、

現
在
市
内
で
は
、
農
地
の
、
農
業
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を

％
に
当
た
る
７
８
０
地
の
水
田
深
め
て
も
ら
い
地
元
産
米
の
消

か
ら
年
間
約
３
７
２
０
ト
ン
の
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

地
元
産
米
の
印
象
に
つ
い
て
、

先
生
や
生
徒
た
ち
の
評
判
も
上

々
。
地
元
産
米
に
よ
る
米
飯
給

食
は
、
週
２
回
か
ら
３
回
程
度

市
内
全
小
学
校
の
ほ
か
、
白
山
．

湖
北
台
両
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、

平
成
ｎ
年
度
ま
で
に
は
、
市
内

全
中
学
校
で
順
次
実
施
し
て
行

く
予
定
で
す
。

瀧副雲鋤軍顯・
軍燭繍馴噸鐺周圏

Lﾆノ

12月29日（日）
月曜・木曜コース

12月30日(月）
火曜・金曜コース

1月6日(月）
月曜・木曜コース

1月7日(火）
火曜・金曜コース

月日

12．29

旧）

12．30

(月）

12．31

(火）

1．1

(水）

1．2

(木）

1．3

(金）

病院名

アビコ外科整

形外科病院

我孫子

聖仁会病院

我孫子

東邦捕院

平和台病院

我孫子

つくし野捕院

アビコ外科整

形外科病院

診療科目

外科

整 形 外 科

内科・外科・小児

科（小児科は午後
5時まで）

内科・外科・眼科

(眼科は午後3時
まで）

内科・小児科（小
児科は午後5時ま
で）

内科・外科・小児
科（小児科は午後
5時まで）

外 科
整形外科

住所・電話

我孫子264

7321

湖北台4-6-1

(88)3111

我孫子1851-1

(82)8166

布佐2195

(89)1111

つくし野131-1

2211

税孫子264

(84)7321

12月23日(祝)の家庭ゴミ収集は、

月曜ﾟ木曜コースの地域を特別収

集いたします。

=問い合わせクリーンセンター盃(87)0015＝
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一

準
決
勝
で
は
追
い
風
が
強
く
自
妖

決
勝
前
に
は
、
陸
上
部
顧
問
山

本
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、

自
分
が
１
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
イ
メ

出
を
果
た
し
た
。

れ
た
が
、
後
半
追
い
上
げ
て
１
位
。

一 選 抜
か
れ
た
強
豪
知
名
が
参
加
。

秒
調
の
好
成
繊
で
見
事
優
勝
し
た
。

白 学
２
年
生
女
子
１
０
０
ｍ
の
部
で 剛

〃

、
月
妬
日
・
諏
日
の
両
日
、
国
土

立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
第
諏
回
↓

「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
中
｛

Ｉ
ジ
を
思

に

国民年金・厚生年金。共済組合の
年金番号を共通の｢基礎年金番号｣に統一

足
が
動
い
て
、
２
位
で
決
勝
進

・
準
決
勝
・
決
勝
に
よ
り
日
本

を
決
す
る
。

予
選
ス
タ
ー
ト
で
は
や
や
出
遅

同
種
目
に
は
、
全
国
か
ら
選
び

山
中
、
鈴
木
サ
ヤ
カ
さ
ん
が
皿

い
浮
か
べ
、
レ
ー
ス
後

平成9年1月から実施します
F

子 、

基
礎
年
金
番
号
は
加
入

制
度
を
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん

基
礎
年
金
番
号
は
、
公
的
年
金

制
度
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き
に

付
け
ら
れ
ま
す
。

転
職
な
ど
に
よ
り
異
な
る
年
金

制
度
に
移
っ
て
も
、
番
号
は
変
わ

ら
ず
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
・

照
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
あ
な
た

の
年
金
権
を
守
り
ま
す

基
礎
年
金
番
号
に
よ
り
、
転
城

や
退
城
、
転
居
な
ど
で
市
町
村
へ

の
届
け
出
を
忘
れ
た
方
に
、
個
別

に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、

年
金
の
受
給
権
を
無
く
し
た
り
、

受
給
額
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
防

半
、
中
盤
、
ス
タ
ー
ト
と
、
レ
ー

ス
を
逆
に
想
像
す
る
こ
と
で
集
中

力
を
高
め
た
。

ス
タ
ー
ト
で
は
ぴ
た
り
と
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
い
、
序
盤
全
員
が
一

列
に
並
ぶ
が
、
釦
、
付
近
か
ら
う

ま
く
ス
ピ
ー
ド
に
の
っ
て
ト
ッ
プ

に
た
ち
、
後
半
追
い
つ
か
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
体
ひ
と
つ
分
の

出
る
か

公
的
年
金
加
入
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
制

度
ご
と
に
管
理
さ
れ
て
い
た
年
金
手
帳
の
番
号
が
、
各
制
度

共
通
・
一
人
一
番
号
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
と
し
て
平
成
９

年
１
月
か
ら
統
一
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

導
入
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
国
保
年
金
課
Ⅱ

9

ら
に
は
優
勝
〃
と
力
走

ぎ
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
を
も
と
に
加
入

状
況
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
正
確

な
年
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
導
入
後
も

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

年
金
関
係
の
個
人
幡
報
は
、
本

人
以
外
に
は
提
供
し
な
い
こ
と
や
、

専
用
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
な

ど
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

謹
に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
の

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
加
入

者
は
、
現
在
の
年
金
番
号
が
基
礎

年
金
番
号
に
な
り
ま
す
が
、
共
済

組
合
の
加
入
者
や
共
済
年
金
受
給

者
の
方
は
、
新
し
い
番
号
に
な
り

リ
ー
ド
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
。

「
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
、
優
勝
し

た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た

ビ
デ
オ
を
見
て
１
位
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
す
っ
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

陸
上
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校

５
年
生
の
時
。
友
達
と
陸
上
部
に

第27回ジュニアオリンピック中学

2年生女子100mで日本一に
すずき

鈴木サヤカさん
（本町）

ま
す
。公

的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

と
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
一
人
ひ
と
り
に
基
礎
年
金
番

号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

船
員
保
険
の
年
金
受
給
者
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
を
記
し
た
新
し
い

年
金
証
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
（
下

図
参
照
）
。

入
り
、
短
距
離
が
得
意
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
か

ら
リ
レ
ー
で
県
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
、
選
手
と
し
て
の
道
を

歩
み
始
め
た
。

中
学
で
は
、
１
０
０
ｍ
を
中

心
に
こ
つ
こ
つ
と
練
習
に
取
り

組
み
、
２
年
生
に
な
る
と
練
習

の
成
果
が
現
れ
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
大
会
に
出
場
。
県
大
会
で

は
、
前
評
判
の
高
か
っ
た
選
手

を
破
っ
て
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

「
出
る
か
ら
に
は
優
勝
し
た

い
、
と
心
の
奥
で
強
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。
来
年
も
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
へ

決
勝
で
戦
い
た
い
」
と
内
に
秘

め
た
闘
志
を
の
ぞ
か
せ
る
。

平
成
９
．
，
年
度
に
市
が
発

注
す
る
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
購
入
、
委
託
等
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は
、

隔
年
受
け
付
け
の
初
年
度
に
あ

競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を

L△

市
が
発
注
す
る

」
、 基

礎
年
金
番
号
通
知
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
は
、
手

続
き
の
際
な
ど
に
基
礎
年
金
番
号

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
年
金

手
帳
に
添
付
す
る
な
ど
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
知
ら
せ
が
届
い
て
も

た
る
た
め
、
７
年
度
に
提
出
し
た

方
も
、
再
度
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
の
販
売
指
定
様
式
を

平
成
９
年
２
月
３
日
（
月
）
か
ら
２

月
型
日
（
金
）
午
前
８
時
鋤
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
市
役
所
西
別
館

３
階
管
財
課
で
販
売
（
た
だ
し
、

土
・
日
峨
日
、
祝
日
を
除
く
）

／封
１
１
．
０
０
．
０
’
７
１
０
４
Ｊ
７
９
１
０
０
’
１
６
’
９
１
４
４
４
，
９
１
１
↑
０
．
０
６
１
り
０
４
↑
０
’
９
０
’
り
４
６
●
４
４
Ｊ
１
７
１
０
１
ｆ
６
６
，
，
り
り
●
↑
０
６
６
’
９
り
り
↑
’

一
手
管
沼
を
愛
し
た
書
道
家
三
人
霞

Ｃ
か
い
ば
う

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
９
字
を
中
心
に
創
作
を
続
け
る
向
芳
▼
日
時

か

年
新
春
企
画
と
し
て
、
地
元
書
華
さ
ん
、
創
造
的
な
表
現
手
法
を
（
火
）
か
族

つ
庵
し
主
う
せ
ｇ

道
家
三
氏
に
よ
る
書
道
展
を
開
追
求
す
る
津
田
尚
石
さ
ん
。
、
時
か
Ｆ

催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
家
の
、
個
性
あ
▼
場
所

一
た
故
鴫
島
光
春
さ
ん
、
仮
名
文
界
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
盆
（
鋼
）
の

行
書
を
主
体
と
し
て
、
さ
ま
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
▼
入
場
型

ざ
ま
な
醤
体
に
取
り
組
ん
で
き
一
易
機
会
に
、
趣
深
い
書
の
世
▼
問
い
《

き
る
し
重
こ
う
し
ゅ
ん

ｒ
も
’
１
４
，
１
９
０
４
０
０
６
，
６
１
；
り
り
９
’
９
６
４
，
１
↑
１
６
●
１
９
０
６
願
１
９
６
ｒ
１
Ｉ
’
９
↑
も
●
０
‐
９
６
’
１
１
１
’
９
１
９
６
’
ｆ
１
９
，
４
１
９
９
０

６
６
～
↑
’
７
９
０
６
４
１
７
１
ｆ
１
９
１
９
１
４
６
Ｉ
７
６
６
Ｉ
７
？
１
９
６
４
９
０
’
９
０
’
９
０
’
９
↓
４
，
６
４
１
７
７
１
９
１
９
６
１
７
１
０
６
７
０
６
４
６
１
７
７
↑
９
１
９
０
’
９
↓
６
４
Ｉ
９
１
９
６
４
Ｉ
７
ｆ
１
６
Ｊ

手
管
沼
を
愛
し
た
書
道
家
三
人
農
を
開
催
一

Ｃ
か
い
ば
う

年
撫
歸
欝
“
》
謡
蕊
蠅
維
潔
難
戦
騨
鰡
婿
ら
澱
罷
鴎
細
一

つ
庵
し
主
う
せ
ｇ

道
家
三
氏
に
よ
る
書
道
展
を
開
追
求
す
る
津
田
尚
石
さ
ん
。
、
時
か
ら
午
後
５
時

催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
家
の
、
個
性
あ
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
一

蕾
準
耀
灘
鋤
題
嬢
菫
羅
霊
鮭
總
篭
蝿
認
霜
１
真
三
一

行
書
を
主
体
と
し
て
、
さ
ま
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
▼
入
場
料
無
料

９
’
９
１
４
，
０
４
９
１
９
０
６
，
６
４
曲
７
９
１
’
９
９
４
９
６
４
７
１
↑
１
６
噸
９
４
９
０
６
マ
、
４
９
６
７
６
４
９
１
’
９
↑
も
●
６
１
９
６
’
９
６
４
１
７
９
１
９
６
’
？
＄
’
９
４
４
４
１
９
６
６
，
９
４
４
４
Ｊ
７
１
０
４
．
９
’
９
６
４
ｒ
７
９
９
’
９
」

事
業
の
受

▼基礎年金番号の通知方法
笹

業
のの

6

注
を

|‘

↓

直接本人に基礎年金番号通知書を送付します

希
年金受給権者

年金を受けている方

第2号被保険者

厚生年金・共済組合

に加入している方

望
す
る
方

特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
同
時
に
送
付
す
る
「
公
的

年
金
制
度
の
加
入
有
無
等
の
照
会
」

は
、
期
日
ま
で
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
戸
社
会
保
険
事

務
所
壷
０
４
７
３
（
妬
）
５
５
２
５

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
き
い
。

▼
販
売
価
格
１
部
１
０
０
０

円
（
消
費
税
を
含
む
）

▼
申
請
申
し
込
み
郵
送
で
２

月
幻
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
郵
便
局
（
局
留
め
）
へ

▼
問
い
合
わ
せ
管
財
課
契
約

係
壷
（
師
）
３
０
０
０
（
直
通
回

線
）

↓

事業主等を経由して基礎年
金番号通知書を送付します

4

直接本人に新しい年金証番

を送付します

※共済年金のみの受給者には
基礎年金番号通知譜を送付

八
▲

年末鯛整・確定申告等に
国民年金保険料を忘れずに

▼基礎年金番号通知書

基礎年金番号通知書

難年金雷号0000-000000

氏名

生年月日年月日

性別

交付年月日平成9年1月1日

社会保険庁

所得税・住民税の申告

には、平成8年中に納め

た国民年金保険料を忘れ

ずに記入しましょう。

社会保険料控除にな

り、所得税・住民税が安

くなります。

白
山
地
区
の
手
黄
沼
を
望
む
台

そ
ぴ

地
に
、
大
き
な
ム
ク
ノ
キ
が
鐙
え

あ
、
』

砥
。
ｑ
、

ア
し〆一③ ､－、

u1曲

、 ノ

柏
レ
イ
ソ
ル
市
民
の
会
は
、
純

粋
な
市
民
パ
ワ
ー
を
結
集
す
る
、

Ｊ
リ
ー
グ
「
柏
レ
イ
ソ
ル
」
の
後

援
会
組
織
で
す
。

特
典
が
い
っ
ぱ
い
の
市
民
の
会

に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
十
一
月
中
旬
に
通
り

か
か
っ
て
見
上
げ
る
と
、
キ
ジ
バ

ト
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ
な
ど

が
か
わ
る
が
わ
る
訪
れ
て
、
熟
れ

た
実
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
し
た
。

「
ひ
よ
ど
り
の
落
す
む
く
の
み

悲
し
み
を
こ
ぼ
す
が
ご
と
く

か
そ
か
な
る
音
」
麻
生
倫
子

未
熟
な
果
実
は
緑
色
で
硬
く
、

’ ’Jり－グ・柏レイソルを応援しよう

ムクノキ

柏ﾚｲﾜﾙ市民働会会員募集 (にれ科）

▼
特
典
①
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予

約
割
引
（
３
０
０
円
か
ら
５
０
０

円
を
割
り
引
三
②
加
入
記
念

品
（
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
）
贈
呈

③
ア
ウ
ェ
イ
ゲ
ー
ム
・
チ
ケ
ッ
ト

の
先
行
予
約
④
サ
テ
ラ
イ
ト
チ

ー
ム
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
無
料
入
場

⑤
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
の
抽
選
会

（
選
手
と
の
記
念
搬
影
・
握
手
、

記
念
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
）
へ

の
参
加

▼
会
費
（
年
額
）
＊
個
人
…
１

５
０
０
円
＊
団
体
。
法
人
・
・
・
３

０
０
０
円
＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
一

家
族
）
…
２
５
０
０
円

※
会
蛮
の
納
入
は
、
所
定
口
座
へ

の
振
り
込
み

▼
申
し
込
み
申
込
響
（
柏
市
役

所
商
工
課
・
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島

屋
で
配
布
）
に
必
要
蕊
項
を
明
記

し
、
〒
２
７
７
柏
市
柏
５
の
、
の

１
拍
市
役
所
商
工
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
柏
市
役
所
商
工

課
霊
（
α
１
１
１
１
、
ま
た
は
柏

レ
イ
ソ
ル
市
民
の
会
壷
（
舵
）
０
１

４
０

一

ま
ん
ま
る
で
す
。
熟
れ
た
果
実

は
黒
っ
ぽ
く
て
軟
ら
か
く
、
し

わ
が
あ
り
、
口
に
入
れ
る
と
千

ぷ
ど
。
ひ

し
術
術
の
よ
う
な
味
が
し
ま
玄

葉
の
表
面
に
は
、
ケ
イ
酸
を

含
む
と
げ
状
の
毛
が
密
生
し
て

い
て
ざ
ら
ざ
ら
す
る
の
で
、
昔

か
ら
物
を
磨
く
の
に
使
わ
れ
ま

す
。

ム
ク
ノ
キ
の
名
の
由
来
は
木

肌
が
よ
く
む
け
る
か
ら
と
も
、

こ
の
実
を
ム
ク
ド
リ
が
好
む
か

ら
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
葉
は

董
色
に
色
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は

葉
緑
素
が
分
解
し
、
も
と
も
と

葉
に
含
ま
れ
て
い
た
カ
ロ
チ
ノ

イ
ド
と
い
う
色
素
の
色
が
で
る

か
ら
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

第1号被保険者

20歳以上60歳未満の

自営業者等と学生；

第3号被保険者

第2号被保険者の20歳以上

60歳未満の被扶韮配偶者
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’

で

放送大学では、平成9年度第1

学期入学の学生を募集しています。

シ対象18歳以上の方

し願書受付期間平成9年2月15

日(土)まで

※募集要項の請求等詳しくは、〒

261干葉市美浜区若葉2の11放送

大学本部壷043(276)5111へ

国國国国
’

高校や大学、短大、専修学校な

どに入学・在学されているお子さ

んのいる家庭を対象に、「国の教

育ローン」を取り扱っています。

少利用目的＊入学時の納付金、

受験費用＊在学中の授業料等の

学校納付金、アパートの家賃等住

居にかかる費用

※申し込み方法等詳しくは、国民

金融公庫松戸支店盆0473(67)1191

へ

凰回回国
識

し日時平成9年1月から毎月第

1．4日曜日、午前10時から正午

し場所柴崎自治会館

屡内容成人･偕書・草書等、学

生…学年に応じた手本

し定員先着20名

，参加費2000円（教材費、会場

使用料等）

し問い合わせ宮崎丑(85)3100

’
平成8年12月は看護職員業務従

事者届けの時期です。現在、県内

で看護業務に従事している方は管

轄の保健所へ届け出してください。

※届け出用紙の配布等詳しくは、

柏保健所総務課盃(67)1255へ

’

三－

あらき園ボランティア 定例教育委員会の開催

修日時12月25日(水)午後1

時30分から

伝場所水道局4階会議室

伝問い合わせ教育委員会総

務課丑(85)1151

納税は便利な口座振替を
12月25日(水)は、固定資

産税・都市計画税第3期分

の納付期限です。忘れずに

納めましょう。

なお、口座振替にすると

納め忘れもなく便利ですの

で、ぜひご利用ください。

=収税課a(85)1111＝
門松カードを配布

成噛科離諾|姉早めに

平成8年12月1日現在＊世帯数44,046世帯
人□126,205人(前月比十31人）男63,123人女63,082人

●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110・湖北台
、つくし野支所84-8801分館87-3055．布佐分館89-1311

、湖北台支所88-0828移動図書館87-0909
●湖北支所88-2111●身体障害者福祉センター88－0141

●布佐支所89-23 5 8 ● あ ら き 園 8 8 - 4 1 88

●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123

、水道局84-0111●西部福祉センター85-5818

⑧消防署84-0119●生這環境課(浄化槽）87-2379

●少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●保健センター87-1131●近隣センター布佐南89-3740

●市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363

●公民館中央82-0515新木88-2010

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722

●烏の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

O都市改造事務所85-1171●市民プラザ83-2111

龍生活ｾﾝﾀー Oごﾘ用を
平成9年度千葉県
生涯大学校学生

高齢者巡回介護教室

第5回歳末助け合い
福祉フェスティバル 干葉県農業大学校学生

心温まる年賀状を配布

日曜当番医;1週間の行事

ﾃﾚZにf畷=ビス盆(龍鯛稠
東京駅コ ン･ クリス
マス童謡コンサート

Ⅱ⑰月

17火

18水

19木

2⑪金

21土

ZZe

Zろ⑤

24火

25水

26木

27金

28土

Zoe

虚･心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

・市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

侭夛-つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

【蚕税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

画外国人相談＝市民プラザ13:30～15:30

壷市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃少年の日

‘夛・R雁当番医＝テレホンサービス

”休日救急歯科診凛日=休日烈急歯科識罵所(市民会館内)9:00~11:30

”休日当番医＝テレホンサービス
画休日救急歯科診凝日=休日救急歯科診療所(市民会館内)9:、~11:30
章つつじ荘・西部福祉センター休館
【詞-市民図露館休館

･法律相談＝市民相談室9:30～15:30

〃市民会館・市民図密館・烏の博物館休館
壷水道料金納入期限＝口座振替日

”鳥の博物館休館

”市役所閉庁(一部の施設を除く）

壷市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
〃市民ブラザ休館”市民体育館休館
＝・日睡当垂医＝テレホンサービス

壷休日救魚遡科診頭日＝休日救急歯科診照所(市民会館内)9:00～11:30
．~市民会館・市民図書館・厨の1専物館休館
9才つつじ荘・西部福祉センター休館
－市民ブラザ休鴎厘夢毎市民体育館休館
《重体日当垂医＝テレオマンサービス

厚昌休日救急歯科診寂日＝休日救急歯科診原所(市民会館内)9:00～11:30
画･市民会館・市民図蜜館・烏の博物館休館
匡蚕つつじ荘･西部福祉センター休館に蚕市民プﾗサ休瞳画市民体育館体I
－ ． 国 民 年 金 保 睡 裟 ↓ 払 込 期 限 ＝ 口 座 振 雷 円

〔室-体円当番医＝テレ刀マンサービス

g言休日救急歯科診顕日＝休日救急甑科診猟所(市民会館内)9:00～11:30
ｮｰ市民会館・市民画露館・扇のI専物館休館
r＝つつじ荘・西部福祉センター休館

一■◆巳■且一一

画-nｺ氏ノフヮー1小且目ﾛﾖ･市民体育館休館

放送大学学生

県立手賀の丘少年自然の家
家族でハッピーウィークエンド

’■
b■

19

国 民金融公庫
｢国の教育ローン｣のご利用を

孝豐堯零男ダニ臺

親子書道教室生

古利根ー ドｳｵｯﾁﾝｸ゙
誰職諜縦事者|掘|ﾅ出を


